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に，日本におきますミ」ーテーションの大多数はグリシンからアスノミラギン酸に変

わっておるんでございますが．オランダのボスが発表したものでは，アスパラギン

酸だけではございませんで， バリンやシステイン，またオーストリアの方ではアス

パラギン酸もありますが，パリンとアルギニンに分散しています．日本ではアスパ

ラギン酸に変異したものが多L、とし、うことでございまして，ことポイントミ ι ー

テーションに関する限り多少，地域的な差があるのではないかとしづ事が考えられ

た次第でございます．少し時聞が超過いたしまして申しわけございません．本日は，

本庄先生の追悼記念講演会が聞かれるにあたりお招きを受け，まことに有難うござ

いました．戸部教授はじめ教室の方々に厚く御礼申し上げる次第であります．

司会 どうもありがとうございました．ちょっとご挨拶を申し上げたし、と思いま

す．土屋教授には多くの症例について，統計的なものでご講演をいただきました．

さすがに長崎だとし、 う風に思っており ます．先生は， 今夕から ドイツの方にご出発

されると聞きましたけれども，どうかお体を大切にひとつお願L、し、たします．

閉会の挨拶

京都大学外科学教室戸部隆吉

本日は，大変お忙しい中をお集まりいただきまして，ありがとうごさいました．

本庄一夫先生のご遺影を忍びまして，先生から直接ご指導をうけられました，鈴木

倣教授，小津和恵教授，水本龍二教授，宮崎逸夫教授，中瀬明教授，土屋涼一教授

の大変格調の高いお話をうかがし、まして，先生のいつも手術に対して前向きであり

ました本庄一夫先生のお姿を，改めて偲ばれた先生方が多＼，.と存じます．土屋先生

のお話にありましたように，現在，日本の外科医ほど積極的に癌の手術に取り組ん

でL、る外科医は，世界中におりません．そして又，消化器癌に関しては現在，根治

切除のみが治癒を期待できる唯一の方法でございますので，この事は，大変すばら

しい事であると思います．そして，改めて40年昔の大変厳しい時代に，前向きに根

治切除に取り組まれました先生のご業績を偲ぶものでございます．本日は心から本

庄一夫先生のご冥福をお祈り申し上げ，又，先生方の今後のご発展を祈りまして，

本日の追悼記念講演会を閉じさせていただきたし、と思います．ありがとうござし、ま

した．


